
目黒法人会は、目黒税務署管内の企業及び目黒法人会の事業に賛助する方々が会員となり、
“税”を中心に地域企業の健全な発展、地域社会への貢献を目的として活動しています。

目黒法人会は「消費税期限内完納」を推進しています。

目黒の歳時記：椎の木（不動公園）
　目黒区のシンボルとして、目黒区の紋章、目黒区の木（シイ）、目黒区の花（ハギ）、目黒区の鳥（シジュ
ウカラ）が昭和 52 年 10 月 1 日に制定されています。シイ（椎）は、ブナ科の常緑樹で、目黒区の公園樹
や庭木の中で最も多い樹木です。花は初夏、実は翌年の秋に実ります。風雪に耐え、大地に強く根を張っ
たシイは、郷土の自然と、村づくり、まちづくりに励んできた祖先の勇気をじっと見つめてきたのです。
　シイは、将来の実りを約束し、明るく住みよいまちづくりに向けて、力強く、根気強く前進する目黒区
を象徴する木です。目黒法人会広報『椎の木』の題字にも使用しています。
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公
益
社
団
法
人
目
黒
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
大
阪
国
税
局
課
税
第
二
部

資
料
調
査
第
一
課
長
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
川
口
で

ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
坂
井
署
長
同
様
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

青
木
会
長
を
は
じ
め
目
黒
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
多

大
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識

の
高
揚
並
び
に
適
正
な
税
制
に
つ
い
て
の
提
言
、
地
域
企
業

の
健
全
な
発
展
や
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
た
め
に
、
税
に
関

す
る
各
種
研
修
会
な
ど
の
公
益
目
的
事
業
に
長
年
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
次
世
代
を
担
う
小
学
生
に
対
す
る
「
租
税
教
室
」

の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
青
年
部
会
を
中
心
に
講
師
及
び

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
女
性
部
会
で
は
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い

作
品
が
応
募
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
と
し
て
、
先
日
開
催
さ

れ
た
「
目
黒
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
け
る

法
人
会
ブ
ー
ス
の
出
展
や
「
中
目
黒
夏
ま
つ
り
」
に
お
け
る

目
黒
法
人
会
連
と
し
て
の
活
動
が
あ
り
、
阿
波
踊
り
で
は
、

１
０
０
名
以
上
の
踊
り
手
が
参
加
す
る
最
大
規
模
の
「
連
」

と
し
て
地
元
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
喝
采
を
浴
び
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
、
公
益
法
人
と
し
て
の

使
命
を
果
た
し
、
益
々
活
躍
の
場
を
広
げ
ら
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
、
皆
様
方
の
行
動
力
を
心
強
く
感
じ
ま
す
と
共
に
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
大
規
模
法
人
の
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
利
用

義
務
化
及
び
消
費
税
率
の
引
上
げ
な
ど
、
大
き
な
変
革
期
に

あ
り
ま
す
。

　

特
に
本
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
の
引
上
げ
と
同
時
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
「
軽
減
税
率
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
よ
り
事
業
者
の
皆
様
方
に
制
度
の
内
容
や
事
前
に
必
要
な

準
備
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
広
報
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
会
員
の
皆
様
方
に
当
該
制
度
が
ス
ム
ー
ズ
に
定
着
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
簡
便
化
の
た
め
個
人
納
税
者

の
方
の
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る
送
信
を
可
能
と
し
平

成
31
年
１
月
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
事
前
に
税
務
署
で
本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ

る
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
等

か
ら
申
告
手
続
き
が
完
了
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令

和
元
年
分
の
確
定
申
告
に
お
い
て
も
、
会
員
企
業
の
従
業
員

で
申
告
を
さ
れ
る
方
に
是
非
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
周
知
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
貴
会
の
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
多

大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

と
も
目
黒
税
務
署
の
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
目
黒
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

目
黒
税
務
署
長

　

川

口

桂

司

目黒法人会担当職員のご紹介

法人担当
副署長

永 野  仁

法人課税第１部門
統括官

河 場  昌 和

法人課税第２部門
統括官

森 田  京 子

法人課税第１部門
法人審理担当上席
小 田  裕 章

法人課税第２部門
源泉審理担当上席
榎 本  綾 子

目黒税務署からのお知らせ
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目黒税務署からのお知らせ

「税を考える週間」とは、国民の皆様に、より能動的に税の仕組みや目的等を考えていただき、国の基本

となる税に対する理解を一層深めてもらうとともに、税務行政に対する理解及び納税意識の向上を図ること

を目的として行っている広報・広聴週間です。 
本年度のテーマは「くらしを支える税」であり、国税庁の適正・公平な課税と徴収のための取り組みを紹

介するとともに皆様に国民生活と税の関わりについて考えていただき、税務行政に対する理解を深めていた

だくための各種行事を行います。 
開催行事 開催日程 会場等 摘要

税の作文・標語等の展示 
11月 11日（月）～ 

11月 15日（金） 

目黒税務署１階ロビー 

目黒区総合庁舎１階西ロビー 

左記の期間ご自由にご覧いただ

けます。 

東京税理士会目黒支部 

による税の無料相談 

11月 11日（月） 

11：00～16：00 

目黒区総合庁舎１階西ロビー 

フレル・ウィズ自由が丘２階 

イオンスタイル碑文谷２階 

東京税理士会目黒支部 

相談希望の方は当日会場へお

越しください。 

税務講演会 

講師：目黒税務署 

川口 桂司 署長 

11月 12日（火） 

18：00～19：00 
目黒区総合庁舎大会議室 

出席ご希望の方は目黒法人会に

ご連絡ください。 

当日のご出席も歓迎いたします。 

納税表彰式 
11月 14日（木） 

16：00～17：00 
目黒区総合庁舎大会議室 

式典終了後に祝賀会を開催いた

します。 

 
 
 

新 旧

氏 名 異動元 氏 名 異動先

署 長 川口 桂司 大阪局 課二 料調一 課長 坂井 一雄 （退官）

副
署
長

（総務担当） 上赤 努 （留任） 上赤 努 （留任）

（法人担当） 永野 仁 庁長官官房 参事官 課長補佐 長谷川 久恵 札幌局 調査査察 統括官

（個人担当） 村上 継晴 麻布 総務 総務課長 寺崎 泰弘 税大和光 専門教育 教授

特別国税調査官 法人 黒瀬 勝実 総務 税務相談室 相談官 鈴木 宗雄 木更津 副署長

総務課長 重久 美香 調査四 調査総括 課長補佐 小泉 美奈子 総務 考査 課長補佐

特別国税調査官 法人 鶴田 孝 相模原 法人 特官 ―

法人課税第 部門統括官 河場 昌和 課二 法人 実専官 菊地 英俊 渋谷 法人 特官

法人課税第 部門統括官 森田 京子 （留任） 森田 京子 （留任） 

法人課税第 部門統括官 阿達 和則 （留任） 阿達 和則 （留任） 

法人課税第 部門統括官 谷津田 智之 （留任） 谷津田 智之 （留任） 

法人課税第 部門統括官 簑田 真一 （留任） 簑田 真一 （留任） 

法人課税第 部門統括官 野口 博 （留任） 野口 博 （留任） 

情報技術専門官 法人 小野田 昭広 （留任） 小野田 昭広 （留任） 

審理専門官 法人 栗林 直人 （留任） 栗林 直人 （留任） 

連絡調整官 法人 中山 一宏 日本橋 総務 課長補佐 塩沢 正純 新宿 法人 連調官

法人審理担当上席 小田 裕章 日本橋 法人５ 上席 天野 周士 鶴見 法人 上席

源泉審理担当上席 榎本 綾子 目黒 法人２ 上席 田邊 明日香 目黒 法人１ 調査官

「税を考える週間」 くらしを支える税

 

目黒税務署 定期人事異動（令和元年 月 日）
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目黒税務署からのお知らせ
目黒税務署からのお知らせ

目黒区内の事業者の方を対象とした、消費税の軽減税率制度及び事業者支援措置（複数税率対応レ

ジの導入等に対する補助金）に関する説明会を以下の日程で開催します。多くの事業者の方に関係の

ある制度ですので、ご出席くださいますようお願いいたします。

開催日 開 催 時 間 説明会会場 留意事項

月 日火 ～ ： 目黒税務署

３階会議室

目黒区中目黒

・どなたでもご出席いただけます（定員 名程度）。

・事前登録制です。目黒税務署 消費税等担当まで申し込み

をお願いします。

・開始時間の 分前からご入場いただけます。

・ 月 日は決算法人説明会終了後、左記の時間で軽減税

率制度等説明会を行います。

月 日金 ～ ：

年末調整等説明会及び消費税の軽減税率制度に関する説明会を以下の日程で開催しますので、ご出

席くださいますようお願いいたします。

開催日 開 催 時 間 説明会会場 対象地域等

月６日水

用 紙 配 布 ～ 目黒税務署

３階会議室

目黒区中目黒

どなたでもご出席いただけま

す（定員 名程度）。年 末 調 整 等 説 明 会

軽減税率制度説明会

～

～

月７日木

用 紙 配 布 ～

めぐろ

パーシモンホール

（ 大ホール ）

目黒区八雲

大岡山・柿の木坂・自由が丘

洗足・平町・鷹番・中央町

中根・原町・東が丘・碑文谷

緑が丘・南・目黒本町・八雲

年末調整等説明会

軽減税率制度説明会

～

～

月８日金

用 紙 配 布 ～ 青葉台・大橋・上目黒・駒場

五本木・下目黒・中町・中目黒

東山・三田・目黒・祐天寺
年 末 調 整 等 説 明 会

軽減税率制度説明会

～

～

● 対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。

● 説明会及び用紙請求などにご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ内容 お問い合わせ先

年末調整等説明会及び源泉所得税関係 目黒税務署 源泉所得税担当 03-3711-6251（内線 322～324）

消費税軽減税率制度説明会 目黒税務署 消費税等担当 03-3711-6251（内線 314・316）

用紙請求及び法定調書関係について 目黒税務署 管理運営部門 03-3711-6251（内線 622・623）
用紙請求（区役所関係）、給与支払報告書

及び住民税特別徴収について
目黒区役所 税務課 03-5722-9820（直通）

【ご注意】上記の説明会会場の駐車場（めぐろパーシモンホールは有料）には限りがありますので、

なるべく公共交通機関等をご利用ください。

令和元年分 年末調整等説明会・消費税軽減税率制度説明会 開催のお知らせ

消費税 軽減税率制度説明会 開催のお知らせ

令和元年 月 日から消費税率が ％に引き上げられました。これと同時に、①酒類・

外食を除く飲食料品と②週２回以上発行される新聞（定期購読契約に基づくもの）については

消費税率を８％に軽減する軽減税率制度が実施されています。

軽減税率対象品目の取扱いがある消費税の課税事業者の方だけでなく、会議費や交際費とし

て飲食料品等を購入する事業者の方や、消費税の免税事業者の方も、取扱商品の適用税率の確

認や適用税率ごとの区分経理など制度の実施のための取り組みが必要となります。
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眠
る
楽
し
み

株
式
会
社
ｊ
ａ
ｓ
ｔ

会
長 

安  

田  

祥  

子

健
康

お問い合わせ　
☎０３- ６２６５- ０２６３
HP http://www.jast1.jp

株式会社ｊａｓｔ
ｊａｓｔ健康相談室
ｊａｓｔロイヤルクラブ
ｊａｓｔファーストクラブ

　

新
古
今
和
歌
集
に
は
「
三
夕
」
と
呼

ば
れ
る
秋
の
夕
暮
れ
を
謳
っ
た
名
句
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
藤
原
定
家
の　
　

「
見
渡
せ
ば　

花
も
紅
葉
も
無
か
り
け
り

　

浦
の
苫
屋
の　

秋
の
夕
暮
れ
」
は
私
の

好
き
な
句
の
一
つ
で
す
。
紅
葉
の
風
情

も
な
い
海
辺
の
粗
末
な
家
の
様
子
が
か

え
っ
て
秋
の
夕
暮
れ
の
寂
し
さ
を
表
し

て
い
る
よ
う
で
、
夜
に
は
粗
削
り
の
苫

で
葺
い
た
屋
根
か
ら
月
の
光
が
差
し
込

み
秋
の
夜
長
に
月
明
り
の
中
眠
る
姿
が

想
像
で
き
そ
う
で
す
。

睡
眠
不
足
と
寿
命

　

も
と
も
と
現
代
人
は
宵
っ
張
り
朝
寝

坊
の
夜
型
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
と

こ
ろ
が
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
神
経

学
教
授
グ
ル
ー
プ
は
、
夜
型
の
人
は
朝

型
の
人
に
比
べ
る
と
短
命
に
終
わ
る
と

い
う
研
究
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
研

究
は
英
国
で
の
大
規
模
な
調
査
を
解
析

し
、結
果
は
完
全
な
朝
型（
全
体
の
27
％
）

と
完
全
な
夜
型
（
同
９
％
）
を
比
較
す

る
と
完
全
な
夜
型
の
グ
ル
ー
プ
で
は
健

康
上
の
問
題
を
抱
え
る
割
合
が
高
く
、

全
死
亡
リ
ス
ク
は
10
％
も
高
い
こ
と
が

分
り
ま
し
た
。

　

私
達
の
身
体
は
自
転
に
大
き
く
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
地
球
上
で
暮
ら
す

全
て
の
生
命
は
地
球
の
自
転
に
合
わ
せ

て
、身
体
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
シ
ス
テ
ム
は
時
計

遺
伝
子
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
遺
伝
子
が

調
整
し
て
い
て
、
朝
の
光
を
浴
び
そ
の

後
朝
食
を
摂
る
こ
と
で
そ
の
日
一
日
の

体
内
リ
ズ
ム
が
適
切
に
刻
ま
れ
て
い
く

の
で
す
。

　

こ
の
論
文
の
著
者
も
「
夜
型
の
人
は

体
内
時
計
が
朝
型
の
社
会
生
活
に
適
合

し
な
い
た
め
に
、
長
期
的
な
様
々
な
問

題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」

と
の
見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
研
究
で
は
た
っ
た
一
晩
の
睡

眠
不
足
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
リ
ス

ク
が
上
が
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
と
呼
ば
れ
る
物
質
が

脳
の
中
に
蓄
積
す
る
こ
と
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
研
究
で
は
熟
睡
し
た
翌
日

に
一
睡
も
し
な
い
脳
が
ど
う
な
る
か
を

調
べ
た
結
果
、
睡
眠
し
な
か
っ
た
翌
朝

に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
増
加
し
て
、
そ
の

範
囲
は
記
憶
に
関
連
す
る
海
馬
や
感
覚

情
報
を
伝
達
す
る
視
床
に
ま
で
及
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
確
か
に
殆
ど
眠

ら
な
か
っ
た
翌
日
に
は
記
憶
力
や
感
覚

が
鈍
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
事
実
、米
国
の
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
が
打

ち
上
げ
か
ら
僅
か
73
秒
で
爆
発
し
た
悲

劇
的
な
事
故
は
睡
眠
不
足
に
よ
る
人
的

な
エ
ラ
ー
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
脳
は
働
き
者
で
私
達
が

眠
っ
て
い
る
間
に
脳
脊
髄
液
と
呼
ば
れ

る
お
掃
除
担
当
が
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
な
ど

の
不
要
物
質
を
隅
々
ま
で
掃
き
清
め
て

排
泄
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
睡
眠
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
予
防
に
も
一
役

か
っ
て
い
る
の
で
す
。
多
く
の
研
究
結

果
を
み
て
も
睡
眠
が
私
達
の
健
康
に
必

須
の
作
業
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。

睡
眠
負
債
を
返
済
す
る
に
は

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
睡
眠
負
債

（
睡
眠
圧
）」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

ほ
ど
に
現
代
人
の
睡
眠
時
間
は
削
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
睡
眠
負
債
と
は
寝

不
足
が
累
積
し
て
身
体
に
も
不
具
合
が

生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
活
動
に

も
支
障
を
き
た
す
状
態
を
指
し
て
い
ま

す
。
睡
眠
負
債
を
返
済
す
る
方
法
は
唯

一
「
眠
る
」
以
外
に
無
い
そ
う
で
す
が
、

努
力
し
て
も
眠
り
が
な
か
な
か
訪
れ
な

い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
睡
眠
法
は
多

く
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
眠
り
を
妨

げ
る
意
外
な
習
慣
を
一
つ
ご
紹
介
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
（
根
来
秀
行
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
客
員
教
授
の
著
書
よ
り
）。

　

就
寝
前
の
歯
磨
き
は
睡
眠
を
誘
う
物

質
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
抑
制
す
る
た
め
睡
眠

の
質
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

ど
う
し
て
も
眠
れ
な
い
方
の
た
め
の
睡

眠
導
入
剤
は
生
理
的
な
睡
眠
リ
ズ
ム
と

異
な
る
た
め
に
様
々
な
副
作
用
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
開
発
さ
れ

２
０
１
４
年
か
ら
臨
床
現
場
で
も
利
用

さ
れ
て
い
る
オ
レ
キ
シ
ン
受
容
体
拮
抗

薬
は
自
然
な
睡
眠
リ
ズ
ム
に
極
め
て
近

い
そ
う
で
す
の
で
期
待
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
マ
ク
ベ
ス
の
一

節
に
「
睡
眠
こ
そ
こ
の
世
の
饗
宴
に
お

け
る
最
高
の
主
菜
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
今
夜
は
床
に

つ
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
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目黒都税事務所からのお知らせ

★　詳しくは、目黒都税事務所　℡ 03-5722-9001（代表）まで　★

不均一課税適用

法人の税率

(標準税率※1)
超過税率

不均一課税適用

法人の税率

(標準税率※1)
超過税率

年400万円以下の所得 3.5 3.75 3.4 3.65

年400万円を超え
年800万円以下の所得

5.3 5.665 5.1 5.465

年800万円を超える所得

年400万円以下の所得 3.5 3.75 3.4 3.65

年400万円を超える所得

収入金額を課税
標準とする法人

電気･ガス供給業、保険業
又は貿易保険業を行う法人 1.0 1.065 0.9 0.965

年400万円以下の所得 (0.4) 0.495 (0.3) 0.395

年400万円を超え
年800万円以下の所得

(0.7) 0.835 (0.5) 0.635

年800万円を超える所得

― 1.26 ― 1.26

― 0.525 ― 0.525

平成28年4月1日から
令和元年9月30日までに

開始する事業年度

6.7 7.18

4.6 4.93

(0.7) 0.881.18
軽減税率不適用法人 ※２

付加価値割

(1.0)

5.23

7.48

資本割

収入割

外形標準
課税法人

地方税法第７２条の２第１
項第１号イに規定する法人
〔資本金の額（又は出資金
の額）が１億円を超える普
通法人（特定目的会社、投
資法人、一般社団・一般財
団法人は除く）〕

所
得
割

軽
減
税
率

適
用
法
人

所得を課税
標準とする

法人

普通法人、公益法人等、人
格のない社団等

所
得
割

軽
減
税
率

適
用
法
人

7.0

軽減税率不適用法人 ※２

軽減税率不適用法人 ※２
特別法人
〔法人税法別表三に掲げる
協同組合等（農業協同組
合、信用金庫等）及び医療
法人〕

所
得
割

軽

減

税

率

適

用

法

人

4.9

区分 法人の種類 所得等の区分

税率(％)

令和元年10月1日以後に
開始する事業年度

 

 

 

◆ 特別法人事業税とは 

地方法人課税における財源の偏在を是正する新たな措置として、特別法人事業税が創設されました。 

令和元年１０月１日以後に開始する事業年度から、消費税を含む税体系の抜本的改革が行われるまでの間

の暫定措置として導入された地方法人特別税は廃止され、特別法人事業税の申告納付が必要になります。 

 特別法人事業税は、地方法人特別税と同様に法人事業税の一部を分離して創設されるものですので、この

改正により各法人の税負担が増えることはありません。 

 特別法人事業税の申告納付方法等は地方法人特別税と同様ですが、税率が異なります。 

 法人事業税の所得割・収入割の税率も併せて改正されましたので、ご注意ください。 

 

○納 税 義 務 者 法人事業税の申告納付義務のある法人が対象となります。 

○申告納付方法 法人事業税・都民税と同一の申告書・納付書により、都道府県に申告納付します。 

○適 用 時 期 令和元年１０月１日以後開始する事業年度から適用されます。 
（注）令和元年９月３０日までに開始する事業年度については地方法人特別税の申告納付が必要です。 

○課 税 標 準 基準法人所得割額、基準法人収入割額（標準税率で計算した法人事業税の所得割額・収入割額） 

○税 率 表 

 
◆ 法人事業税の税率変更 

 特別法人事業税の創設に伴い、令和元年１０月１日以後に開始する事業年度から、法人事業税（所得割・

収入割）の税率が変更されます。（付加価値割及び資本割については、税率の変更はありません。） 

 

○税 率 表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）（ ）内の税率については、東京都での適用はありませんが、特別法人事業税や地方法人特別税の基準法人所得割額の計算に用

います。 

 

【お問合せ先】所管都税事務所の法人事業税班（目黒区内の法人の所管は渋谷都税事務所です） 

目黒都税事務所からのお知らせ 

特別法人事業税 地方法人特別税

令和元年10月1日以後に
開始する事業年度

平成28年4月1日から
令和元年9月30日までに

開始する事業年度

 外形標準課税法人・特別法人以外の法人 37

 特別法人 34.5

 外形標準課税法人 260 414.2

基準法人収入割額 30 43.2

基準法人所得割額

税率(％)

法人の種類課税標準

43.2

※1 東京都では、標準税率を超える

税率(超過税率)を定めて超過課税

を実施していますが、次の法人に

ついては不均一課税を行ってい

るため標準税率を適用します。 

・ 資本金の額(又は出資金の額)が

１億円以下で、かつ年所得が２，

５００万円以下の普通法人 

・ 年所得が２，５００万円以下の

特別法人 

・ 資本金の額(又は出資金の額)が

１億円以下で、かつ年収入金額が

２億円以下の収入金額を課税標

準とする法人 

※２ 軽減税率不適用法人とは、３

以上の都道府県に事務所・事業所

を設けて事業を行っている法人

で、資本金の額（又は出資金の額）

が１，０００万円以上の法人をい

います。 

令和元年１０月１日以後に開始する事業年度から適用されます。 



number182  2019 | SHII-NO-KI 

7

目黒区役所ホームページ　http://www.city.meguro.tokyo.jp/

区役所だより
プレミアム付商品券を販売しています

自転車シェアリング事業を開始しました！

目黒区内小学生の作品    　　 有効に　税金使って　良い社会 　　

　10月の消費税率引上げが消費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えするため、
区内の商店街などで使える商品券を販売しています。
○ 購入対象者　
１）住民税非課税者

平成31年 1月 1日時点で目黒区に住民登録があり、令和元年度の住民税（均等割）が非課税のかた。
ただし、住民税（均等割）が課税されているかたの扶養親族等や生活保護を受けている場合などは対象
外です。

２）子育て世帯の世帯主
平成28年 4月 2日から令和元年9月 30日までに生まれたお子さんがいる世帯の世帯主で、次の表に
示す基準日にお子さんと世帯主が住民登録のあるかた。

対象となるお子さん 基準日
平成28年 4/2 ～令和元年6/1生まれ 6/ 1
6/2 ～ 7/31生まれ 7/31
8/1 ～ 9/30生まれ 9/30

○ 購入限度額　対象者1人につき2万円（2万 5千円分）まで
○ 購入方法　
対象者には商品券購入引換券をお送りしています※。
この商品券購入引換券と購入代金、本人確認できるものを持って、購入場所で商品券を購入してください。
※購入対象者１のかたは申請が必要です。対象と思われるかたに申請書を８月上旬にお送りしていますので、お済みでな
いかたは申請してください（受付は12月 27日まで）。

○ 購入場所　・区内郵便局24カ所
・目黒区総合庁舎本館１階　産業経済・消費生活課プレミアム付商品券係

○ 購入期限　令和2年 2月 21日（金）
○ 使用期限　令和2年 2月 29日（土）
○ 取扱店舗を募集しています
　詳細は区のホームページでご案内しています。事業者の皆さま、是非ともご参加ください。

カクニャン

ご質問・ご相談は、プレミアム付商品券専用ダイヤル（6667-6508）にお問い合わせください。

カクニャン

■ 自転車シェアリングとは
　目黒区は、平成３１年１月１６日から事業主体を目黒区、事業運営を株式会社ドコモ・バイクシェアとして、
自転車シェアリング事業を開始しました。
　自転車シェアリングは、サイクルポートと呼ぶ自転車を借りる・返す場所から電動アシスト自転車が利用で
き、区民や区外からの来訪者等が移動・回遊するための交通手段として利用できます。目黒区と広域相互利用
が可能な千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、江東区、品川区、大田区、渋谷区のサイクルポートで自
転車を借りて返すことができます。

■ 自転車シェアリングを利用するには
　ご利用時には、会員登録が必要になります。会員登録の際に、「通話とメール受信可能なスマートフォン」
と「クレジットカード」が必要です。サイクルポートの設置場所及び会員登録に関しては、下記の運営事務局
ホームページをご覧ください。

■ サイクルポート設置協力のお願い
　目黒区では自転車シェアリングをより便利に利用していただけるよう、サ
イクルポートを区内全域に設置する予定です。土地所有者、マンション管理
組合様等で、サイクルポート設置をご検討下さる場合は、下記の「ドコモ・
バイクシェアお客様サポートセンター」までご一報ください。

　〇運営事務局ホームページ：https://docomo-cycle.jp/meguro/
　〇ドコモ・バイクシェアお客様サポートセンター　電話：0120-116-819

問い合わせ先　目黒区土木管理課自転車対策係　電話：０３－５７２２－９４４４
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「
健
康
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」
と
質
問

さ
れ
た
時
、
皆
様
は
す
ぐ
に
お
答
え
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。「
体

が
丈
夫
な
こ
と
」「
病
気
で
な
い
こ
と
」、

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
「
健
康
」
の
一
部
に
入

る
で
し
ょ
う
。
一
九
四
八
年
発
表
の
、
世

界
保
健
機
関
「
健
康
」
の
定
義
で
は
、
身

体
的
、
精
神
的
、
そ
し
て
社
会
的
に
も
完

全
に
良
好
な
状
態
が
「
健
康
」
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
、
霊
的

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）
も
入
れ
た
い
と
い

う
こ
と
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
そ
れ
は
ま

だ
定
義
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
今
、
社
会
は
「
健
康=

ヘ
ル
ス
」

か
ら
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
へ
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
ヘ
ル
ス
の
違
い
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
琉
球
大

学
大
学
院
観
光
科
学
研
究
科
ウ
ェ
ル
ネ
ス

研
究
分
野
教
授
医
学
博
士
の
荒
川
雅
志
氏

著
書
で
あ
る
『
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム 

―
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
旅
―
』
を
引
用
し
ま

す
と
、ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
は
、「
元
気
」
や
「
爽

快
」を
意
味
す
る
英
語「w

ell

」 

で
、「
病
気
」

を
意
味
す
る
「illness

」 

と
は
対
照
的
な

言
葉
で
あ
る
。
病
気
で
は
な
い
状
態
を「
健

康
」（
ヘ
ル
ス
）
と
表
現
し
て
き
た
の
が

一
般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
積
極
的
な

健
康
行
動
を
と
る
こ
と
、
よ
り
良
く
生
き

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
あ
り
方
が
ウ
ェ
ル

ネ
ス
で
あ
り
、
よ
り
広
い
健
康
観
を
表
し

て
い
る
も
の
と
あ
り
ま
す
。
運
動
や
食
事
、

休
養
、
人
と
の
繋
が
り
な
ど
、
生
活
の
中

に
よ
り
積
極
的
に
健
康
を
意
識
し
取
り
入

れ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

旅
行
会
社
も
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

か
ら
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ
と
、

よ
り
積
極
的
な
健
康
、
よ
り
広
義
の
健
康

観
を
取
り
入
れ
た
旅
行
の
企
画
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
私
が
九
月
、
十
月
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

株
式
会
社
の
テ
ー
マ
旅
行
「
血
管
若
返
り

教
室
」
と
い
う
パ
ッ
ク
は
ま
さ
に
「
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
白
樺
湖

畔
の
ホ
テ
ル
に
六
日
間
宿
泊
し
、
運
動
や

栄
養
、
認
知
症
予
防
の
学
習
を
し
な
が
ら

過
ご
す
と
い
う
も
の
で
す
。
私
は
認
知
症

予
防
の
講
義
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
よ
り
よ
く
生
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
る
旅
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
に
つ
い
て
「
社

会
的
な
繋
が
り
」
に
絞
り
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
が
病
院
看
護
師
と
し

て
二
十
五
年
勤
め
る
中
で
、
や
は
り
身
体

や
精
神
の
健
康
の
た
め
に
は
、
社
会
的
な

繋
が
り
の
大
切
さ
も
感
じ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
社
会
的
繋
が
り
が
多
い
と
認
知

症
の
リ
ス
ク
が
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
低
下

す
る
。」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

社
会
的
繋
が
り
の
場
、
私
た
ち
は
ど
こ
に

持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、
レ
イ
・
オ
ル

デ
ン
バ
ー
グ
は
、『
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
』

と
い
う
著
書
の
中
で
、「
く
つ
ろ
い
だ
充

実
の
日
常
生
活
を
送
る
に
は
、
次
に
あ
げ

る
三
つ
の
領
域
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
第
一
に
家
庭
、

第
二
に
報
酬
を
と
も
な
う
か
生
産
的
な

場
、
そ
し
て
第
三
に
広
く
社
交
的
な
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
提
供
す
る
と
と
も

に
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
謳
歌
す
る
場
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
第
三
の
場
、サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
を
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
公

共
生
活
の
場
」、「
と
び
き
り
居
心
地
よ
い

場
所
」
と
著
書
で
も
何
回
も
言
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
こ
そ
、
自

身
が
認
め
ら
れ
迎
え
ら
れ
る
場
、
帰
属
意

識
の
高
ま
る
社
会
的
繫
が
り
が
持
て
る
場

と
い
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
様
の
「
と
び
き
り
居
心
地
の
い
い
場

所
」
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。「
仕
事
帰
り

の
一
杯
、
女
将
さ
ん
や
常
連
さ
ん
と
の
会

話
が
楽
し
い
行
き
つ
け
の
お
店
？
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
趣
旨
と
す
る
会
？
」

そ
れ
と
も
、「
全
く
の
非
日
常
を
感
じ
ら

れ
る
南
の
国
？
」
様
々
な
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
、
二
〇
〇
七
年
に
「
介
護
予
防
」

を
重
視
し
た
会
社
を
立
ち
上
げ
、
十
三
年

目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
は
ゼ
ロ
歳
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
、

よ
り
積
極
的
な
「
予
防
」
を
推
進
し
た
く

「
そ
れ
ぞ
れ
の
美
」
を
織
り
込
み
な
が
ら
、

自
然
に
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
を
目
指
し
て
い

け
る
方
々
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
活
動

し
て
い
ま
す
。
毎
年
夏
に
は
、
様
々
な
予

防
普
及
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
、
一
部
を
「
そ
れ
ぞ
れ
の

美
」ト
ー
ク
、二
部
は
、「
三
十

代
か
ら
八
十
代
後
半
の
方
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
」、

そ
し
て
三
部
は
「
ラ
イ
ブ
」、

ほ
ぼ
全
員
が
立
っ
て
踊
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、「
老
い
も
若
き
も
」
と
い

う
楽
し
い
空
間
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の

笑
顔
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
参
加
さ
れ

て
い
た
写
真
家
の
方
も
カ
メ
ラ
を
向
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ほ
ど
で
す
。
本
当
に
撮

り
た
く
な
る
笑
顔
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
頃
し
な
い
化
粧
を
何
年
か
振
り
に
し
た

八
十
七
歳
女
性
、
若
い
時
の
社
交
ダ
ン
ス

の
ド
レ
ス
を
着
た
八
十
一
歳
女
性
、
ワ
ク

ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
空
間
で
も
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
当
日
は
、
ド
レ
ス
を
纏ま

と

い
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
ス
テ
ー
ジ
を
歩
か

れ
た
の
で
す
。
ほ
ん
の
数
分
の
出
来
事
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
、
こ
の
目
的

の
た
め
に
、
こ
の
非
日
常
の
た
め
に
、
日

目黒区内小学生の作品    　　 税金は　暮らしを守る　笑顔の源 　　

ヘ
ル
ス
か
ら
ウ
ェ
ル
ネ
ス
へ

そ
し
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
充
実
を
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頃
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
を
意
識
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
た
め
に
、「
運
動
」
を
行
う
集
団
に

属
し
、
仲
間
へ
の
帰
属
意
識
も
あ
る
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
す
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
の
運
動
や
会
話
な

ど
の
中
か
ら
の
「
繫
が
り
」、
そ
し
て
「
楽

し
い
こ
と
を
し
た
い
た
め
に
」
運
動
を
日

常
で
行
う
、
そ
れ
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
た

め
だ
け
で
も
か
ま
わ
な
い
、
ほ
ん
の
一
瞬

の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
で
も
か
ま

わ
な
い
、「
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
」
の
で
は
な
く
、「
楽
し
い
こ
と
を
す

る
」
た
め
に
「
よ
り
積
極
的
な
健
康
行
動
」

を
起
こ
せ
た
、
そ
の
た
め
に
ス
テ
ー
ジ
が

あ
っ
た
、
と
考
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
そ
の
場
所
は
、
老
い
も
若
き
も
が

集
ま
り
、
レ
イ
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
言

う
、
よ
り
創
造
的
な
交
流
が
生
ま
れ
る
場

で
も
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

私
た
ち
に
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
大
切

な
息
抜
き
の
場
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て

フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家
庭
や
、

セ
カ
ン
ド
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
職
場
へ
元
気

に
戻
っ
て
い
く
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き

と
自
己
実
現
が
で
き
る
よ
う
、
素
敵
な
非

日
常
を
生
活
に
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
け

る
仕
組
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

「
生
活
習
慣
病
」、
一
九
九
六
年
七
月
よ
り

呼
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。「
高
血
圧
」「
高

脂
血
症
」「
糖
尿
病
」
な
ど
、
そ
の
発
症

に
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
与
す
る
と
い
う

こ
と
や
、
病
気
の
早
期
発
見
か
ら
予
防
へ

と
早
め
に
手
を
打
と
う
と
い
う
変
化
で
す

ね
。
今
で
は
ど
な
た
も
使
っ
て
い
る
「
認

知
症
」、
以
前
使
わ
れ
て
い
た
「
痴
呆
」

と
い
う
用
語
が
侮
蔑
的
な
意
味
合
い
を
含

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
〇
〇
四
年

十
二
月
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

「
ヘ
ル
ス
」
か
ら
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
へ

の
変
遷
は
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
我
が

国
の
社
会
構
成
に
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

老
後
の
資
金
と
し
て
公
的
年
金
以
外
に

二
，〇
〇
〇
万
円
が
必
要
と
金
融
庁
が
発

表
し
、
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

平
均
寿
命
の
延
伸
で
私
た
ち
は
老
後
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
大
家
族
が
大
半
で
親

の
面
倒
は
子
供
が
み
る
こ
と
が
当
た
り
前

な
時
代
か
ら
、
核
家
族
化
に
な
り
子
供
も

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が
あ
り
、
親
は
自
分
た

ち
で
老
後
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
ざ
る
を

得
な
い
時
代
、
や
は
り
心
配
事
は
「
健
康

=

ヘ
ル
ス
」
で
す
。
そ
し
て
、「
ヘ
ル
ス
」

よ
り
積
極
的
な
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
へ
。
私

も
昨
年
カ
・
ン
・
レ
・
キ
を
迎
え
ま
し
た
。

数
字
と
し
て
み
る
と
正
直
毅
然
と
す
る
思

い
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
、
気

持
ち
は
そ
れ
こ
そ
二
十
代
で
、
子
育
て
が

離
れ
て
か
ら
の
こ
の
数
年
が
、
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
ひ
と
つ
ず
つ
大
切
に
や
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
こ
れ
か
ら
が
も
っ

と
も
っ
と
青
春
！
」
と
叫
ん
で
い
る
シ
ニ

ア
も
多
い
は
ず
で
す
。

荒
川
雅
志
教
授
が
前
出
の
著
書
で
述
べ

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、「
先
進
諸
国
を
中

心
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

を
志
向
す
る
、
環
境
と
健
康
に
配
慮
し
た

消
費
行
動
を
実
践
す
る
新
し
い
価
値
観
の

人
口
層
が
台
頭
し
は
じ
め
て
い
る
」、「
ト

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
保
守
層
） 

か
ら
モ

ダ
ン
（
現
代
主
義
者
）
へ
、
そ
し
て
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
層
（
次
世
代

の
価
値
観
を
有
す
る
新
た
な
生
活
文
化
を

創
造
し
て
い
く
層
）」、
と
新
し
い
価
値
観

を
持
つ
人
口
層
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
私
た
ち
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

し
っ
か
り
生
き
て
い
た
い
、
以
後
の
人
生

設
計
を
ど
う
す
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
楽
し
く
お
洒
落
に
か
っ
こ
よ
く
、
よ

り
積
極
的
に
健
康
行
動
を
起
こ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
人
は
だ
れ
で
も
寿
命
は
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
人
生
を
享

受
し
た
い
で
す
ね
。

「
人
生
百
年
時
代
」、
平
均
寿
命
は

二
〇
一
九
年
七
月
公
表
の
簡
易
生
命
表
に

よ
り
ま
す
と
、
男
性
八
十
一
．二
五
歳
、
女

性
八
十
七
．三
二
歳
と
過
去
最
高
を
更
新

し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
と
言
わ
れ
る
齢
に

な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
に
合
っ
た

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
を
、「
と
び
き
り
居
心
地

よ
い
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
を
み
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
活
躍
で
き
る
シ

ニ
ア
で
い
る
た
め
に
も
、
先
輩
の
皆
さ
ま

も
今
一
度
、
生
活
を
見
直
す
こ
と
、
よ
り

積
極
的
な
健
康
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

目黒区内小学生の作品    　　 税金を　正しく使って　ゆたかな日本 　　

小宮山 寿美子　株式会社サルーク　代表取締役
看護師 ・健康運動指導士 ・日本抗加齢医学会指導士 ・ ボールインストラクター ・ 介護支援専門員 ・福
祉住環境コーディネーター。 1958 年 2月長崎県諫早市生まれ。 県立長崎保健看護学校（現長崎県立
大学シーボルト校）卒。 看護師資格取得後、福岡赤十字病院勤務（腎センターにて腎移植前後の看護）。
29歳で上京し、 東京大学医科学研究所付属病院勤務（外科 ・移植科）。 アメリカピッツバーグ大学病院
に肝移植看護研修派遣。 東京共済病院時代は、 外科 ・ 透析看護 ・ 救急を含む外来、 腎臓病や糖尿
病患者への在宅療養指導を担当。 2003 年、 介護予防の仕事をやりたく病院を退職。 介護予防ボランティ
アグループを結成し、 講話やライブを開催。 同時に目黒区介護予防教室の指導者として活動。 2005 年、
社会福祉法人清徳会にて目黒区介護予防事業を受託する。 2007 年介護予防重視型通所介護事業所
と自費運動教室を中心的事業とする株式会社サルークを設立。 2015 年早稲田大学人間科学部健康福
祉科学科入学、 e ラーニングにて 2018 年 3月卒業。 『地域高齢者における運動継続を促す要因分析』
として 220 名の目黒区民への調査をまとめた。 2019 年 6月、 会社設立 13年目を迎え、 7月、 通所介
護事業の指定期限を機に介護保険事業を廃止。 自費教室と整骨院、 目黒区より受託の介護予防事業の
継続と、 8月より、より積極的な 「予防」 「ウェルネス」 の推進に向け、自由な形での事業を展開している。

〒153-0063
目黒区目黒2-9-5ブラッサム目黒4階
株式会社サルーク
　　０３－６４２０－００９１
　　０３－６４２０－００９２
　　saru-ku.try0613@fuga.ocn.ne.jp
　　http://www.saru-ku.jp/
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写
真
で
み
る

　
活
動
紹
介開催：７月 11 日

場所：代官山花壇
講師：医学ジャーナリスト　松井宏夫 氏

目黒区内小学生の作品    　　 税を知り　世の中見る目が　広がった 　　

医療セミナー
「がんにならない人の法則」

開催：7 月 19 日
場所：朝倉
講師：碑文谷警察署生活安全課課長　北村真一 氏

第９支部防犯講習会
「日常における防犯について」

「目黒区商工まつり目黒法人会税 PR ブース」

開催：7 月 27 日～ 28 日
場所：目黒区民センター

「中目黒夏まつり目黒法人会連（阿波踊り）」

開催：８月３日　　
場所：目黒銀座一帯

開催：８月 23 日
場所：法人会館
講師：㈱エフシーバンク営業部長　鈴木智久 氏 他

管理者セミナー
「利益管理」と「資金管理」

開催：９月４日～延べ 15 日間
場所：目黒区民センター
講師：税理士・TAC 講師　淡路幸人 氏

「３級簿記講座」

開催：９月 27 日
場所：真名カントリークラブ
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11 目黒区内小学生の作品    　　 知っておこう　おさめる税の　使い道 　　

開催：9 月 19 日
場所：豊洲市場

第８支部
「豊洲市場見学会」 「消費税軽減税率制度説明会」

目黒区民（さんま）まつり「目黒税務連絡協議会税 PR ブース」

開催：９月１５日
場所：目黒区民センター

開催：８月６日、８月２３日、９月６日他
場所：目黒税務署
講師：目黒税務署法人審理（消費税）担当上席　牧野 晋 氏

税務講演会（目黒優申会）
「国税組織における人材育成」

開催：9 月 24 日
場所：代官山花壇
講師：目黒税務署 署長　川口 桂司 氏

青年部会
「親睦ゴルフコンペ」

開催：９月 27 日
場所：真名カントリークラブ

青年部会
「一泊研修」

運動プログラムにて心身浄化・更なる自社企業での活躍力を養う
開催：9 月 27 日～ 28 日
場所：日本メディカルトレーニングセンター
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       セミナー・講演会・イベント・相談会参加申込書（コピーしてお使いください）

参加行事名 開催月日 参加者ご芳名 ご役職名・その他

お申込会社名 : TEL FAX

お申込会社住所 : E-mail:

※お申し込みは、事務局宛お願いします。
※他会会員の方、会員以外に一般の方のご参加をお待ちしています。

ＦＡＸ：３７１２－８８２９  TEL：３７１２－９５８８　E-mail: mg_info@tohoren.or.jp

目黒区内小学生の作品    　　 みんなの税　正しくつかおう　未来のために 　　

第 10 支部
税務研修会

（誰でも参加自由）
10月16日㈬
17時30分～

目黒法人会館
２階研修室

・内容：消費税率引上げへの対応消費税
率アップの概要と原則的な考え方、経
過措置、軽減税率、請求書等について、
実務上の注意点を中心に解説

・講師 : 夏賀 弘次 氏（税理士）
　辻・本郷税理士法人渋谷事務所 代表

目黒地域福祉のつどい
バザー出品

10月26日（土）
10時30分～16時頃

中目黒ＧＴプラザ
周辺

自分には不要だが、他人には役立つもの
（未使用の物または新品同様）の寄贈を
お受けいたしております。

源泉部会
令和元年度年末
調整等説明会

11月6日㈬
13時30分～

（誰でも参加自由）
目黒税務署
３階会議室

・給与所得者の年末調整の仕方
・法定調書の作成と提出について
・給与支払報告書の作成と提出　他

令和元年度分
年末調整等

消費税軽減税率
制度説明会

11月7日㈭
13時30分～17時

（誰でも参加自由）
めぐろパーシモン
ホール　大ホール

対象地域：大岡山、柿の城阪、自由が丘、
洗足、平町、鷹番、中央町、中根、原町、
東が丘、碑文谷、緑が丘、南、目黒本町、
八雲

令和元年度分
年末調整等

消費税軽減税率
制度説明会

11月8日㈮
13時30分～17時

（誰でも参加自由）
めぐろパーシモン
ホール　大ホール

対象地域：青葉台、大橋、上目黒、駒場、
五本木、下目黒、中町、中目黒、東山、
三田、目黒、祐天寺

税を考える週間
「税務講演会」

（誰でも参加自由）
11月12日㈫
18時～20時

目黒区総合庁舎
大会議室

・第1部　川口 桂司 目黒税務署長講演会
・第2部　外部講師による講演会

目黒税務署
納税表彰式

11月14日㈭
16時～

目黒区総合庁舎
大会議室

・目黒税務署長表彰、署長感謝状贈呈
・受彰者祝賀会

事業承継セミナー
～よくわかる！
会社の継ぎ方

売り方、畳み方～
（誰でも参加自由）

11月20日㈬
14時～

目黒法人会館
2 階研修室

・内容：長年積み重ねてきた事業継承の成
功事例の長寿社会からの学びを活かし、
税務だけにとらわれない、より幅広い視
点から中小企業の事業承継を解説

・講師：小西 孝幸 氏　他 2 名
（ワイズ・パートナーズ税理士法人 代表）

消費税軽減税率制度
説明会

（誰でも参加自由）
11月22日㈮

15時10分～16時30分
目黒税務署
３階会議室

・内容：消費税の軽減税率制度及び事業
社支援措置（複数税率対応レジの導入
等に対する補助金）に関する説明会

・講師：目黒税務署署員

第８・９・10支部、
女性部会共催
公開講演会

（誰でも参加自由）

 11月29日㈮
18時～

野村證券
自由が丘支店

地下１階会議室

・内容：野球を通じて地域の活性化、地
域への貢献、プロ野球選手を夢見る若
者の育成・指導に CHALLEGE

・講師：村山 哲二 氏
（㈱ジャパン・ベースボール・マーケティング 

代表取締役）

新年賀詞交歓会 令和2年1月29日㈬
18時～ ホテル雅叙園東京 新年を迎えるにあたり、目黒税務連絡協

議会主催による「新年賀詞交歓会」
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公益社団法人 目黒法人会イベント情報
（どなたでも参加できます。お待ちしております。）

公益社団法人 目黒法人会では、各種セミナー・講演会・説明会を開催致しております。  毎週水曜日は「研修の日」とし、下記以外に
も随時開催しておりますので、公益社団法人 目黒法人会事務局（TEL：３７１２−９５８８）までお問合せください。
最新のイベント情報は、当会のホームページ（http://www.tohoren.or.jp/meguro/）をご覧ください。

目黒区内小学生の作品    　　 ふるさとを　大事に育てる　地方税 　　

行     事 日      時 会       場 内                         容

 人  事  労  務
相  談  室

（誰でも参加自由）

相談予約は
法人会事務局へ

 （TEL 3712-9588）
法人会館

もしくは申込会社

人事労務の諸問題を事業経営のなかでい
かに解決するか等相談コーナー
・人事・労務・賃金全般
・社会・労働保険全般（厚生年金、健康

保険、労働保険など）
・経営・金融など相談全般

インターネット
セミナー

ご不明の場合は
法人会事務局へ

 （TEL 3712-9588）

ご使用の
パソコンから

　アクセス下さい

・目黒法人会のホームページから無料で
セミナーがご覧いただけます

（http//www.tohoren.or.jp/meguro/）
・会員以外の方もセミナーが無料で受講

できます

新設法人説明会
（誰でも参加自由）

8月26日㈪13時30分
目黒税務署

新設法人対象（会員不問）税知識、会社
設立に伴う税務手続きを親切に解説しま
す（ホームページの「新設法人企業経営
者の皆様に」をご覧下さい）

10月17日㈭13時30分
12月12日㈭13時30分
  2月12日㈬13時30分

決算法人説明会
（誰でも参加自由）

10月18日㈮13時30分

目黒税務署
決算期を迎える法人対象（会員不問）主
に決算・申告の実務、法人税、消費税、
印紙税、源泉所得税等を解説します。

11月22日㈮13時30分
12月13日㈮13時30分

　1月17日㈮13時30分
　2月13日㈭13時30分

なんでも無料
個別相談会

～一人で悩む前、
まず相談を～

（税務・会計・人事
労務・その他）

（誰でも参加自由）

予約制ですので
事務局に連絡下さい

10月24日㈭
11月20日㈬
12月20日㈮
1月21日㈫
2月20日㈭
3月24日㈫

目黒法人会館

相談時間は１時間
①10時～11時
②11時～12時
③13時～14時
④14時～15時
⑤15時～16時

・複数のお悩みをワンストップで解決
①法人税務会計全般
②税務セカンドオピニオン
③会社設立（後）支援　④確定申告
⑤税務調査対応　⑥相続・贈与対策、申

告サービス、資産承継　⑦自社株評価
⑧事業承継　⑨Ｍ&Ａ
⑩税務経理周りの業務合理化
⑪人事労務問題全般　⑫働き方改革対応
⑬各種規定類の見直し　
⑭総務人事周り業務合理化
⑮その他、アウトソウシング等相談

租税教室　
講師・アシスタント

養成研修会
（誰でも参加自由）

10月11日㈮
目黒法人会館
２階研修室
３階会議室

・租税教育の意義・目的について
・租税教室の進め方
・講師・アシスタント養成のための実技
　体験及び参加者相互指導等

11月18日㈪
12月20日㈮
1月16日㈭
2月3日㈪

第 26 回めぐろ
童謡コンサート

（誰でも参加自由）

10月13日㈰
13時開演

入場券1,000円（当日券）
800円（前売券）

めぐろパーシモン
ホール　大ホール

・区立みどりがおかこども園、地球クラ
ブ コスモス、区立大鳥中学校 吹奏楽
部、東京音楽大学中目黒校、鳥取県わ
らべ館 松田 千絵 氏

　特別出演　ダ・カーポ

消費税軽減税率
制度説明会

（誰でも参加自由）
10月15日㈫

15時～16時30分
目黒税務署
３階会議室

・内容：消費税の軽減税率制度及び事業
者支援措置（複数税率対応レジの導入
等に対する補助金）に関する説明会

・講師：目黒税務署署員

第８支部
新しい相続のかたち

「家族信託」セミナー
（誰でも参加自由）

10月15日㈫
18時～

目黒法人会館
２階研修室

・内容：家族信託を考える
～認知症による財産凍結を防ぐには～
家族信託について正しい知識と家族信
託の活用法を学びましょう

・講師：留目 律 氏（税理士）
源泉部会

第１回実務研修会
10月16日㈬
13時30分～ 目黒法人会館

２階研修室

・年末調整の仕方
（初心者向け・演習問題あり）

源泉部会
第２回実務研修会

10月24日㈭
14時～ ・年末調整チェックポイント
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編
集
後
記

　
広
報
委
員
会
は
新
委
員
長
に
磯
部
暁
副
会
長
、
新
委
員
の
仲
間
を
迎
え
、
新
体
制

の
も
と
最
初
の
広
報
「
椎
の
木
」
の
編
集
長
と
し
て
編
集
委
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご

協
力
を
い
た
だ
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

倉
方
基
弘

　

こ
の
広
報
誌
へ
記
事
を
書
く
時
期
が
な
ぜ
か

私
は
秋
号
が
多
く
ふ
と
何
に
つ
い
て
書
こ
う
か

と
考
え
て
、
や
は
り
今
回
も
大
好
き
な
食
べ
物

を
テ
ー
マ
に
書
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
書
類
が
た
ま
り
、
午
後
か
ら
の
生
気

み
な
ぎ
る
ス
ー
パ
ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
目
指
す

べ
く
ラ
ン
チ
の
た
め
近
く
の
お
寿
司
屋
さ
ん
へ

入
り
ま
し
た
。
何
気
な
く
前
回
来
た
時
の
注
文

で
印
象
に
残
っ
て
い
る
ウ
ナ
ギ
と
出
会
う
た
め

逸
る
気
持
ち
を
お
さ
え
、
さ
っ
ぱ
り
白
身
の
魚

か
ら
ま
ず
た
の
み
、
少
し
脂
の
の
っ
た
魚
へ
と

す
す
み
、
口
の
中
の
休
憩
に
た
ま
ご
を
挿
み
い

ざ
、
お
待
ち
か
ね
の
ウ
ナ
ギ
を
注
文
し
た
と
こ

ろ
、
や
さ
し
い
大
将
が
こ
ち
ら
を
見
て
に
っ
こ

り
微
笑
み
な
が
ら
「
も
う
今
年
は
お
わ
っ
た

よ
ー
」
っ
て
！
え
ー
！！
９
月
に
な
っ
た
と
は

い
え
ま
だ
ま
だ
む
し
暑
く
、
英
気
養
う
た
め
の

こ
の
ラ
ン
チ
。
ま
こ
と
に
残
念
。
そ
の
日
は
代

打
ア
ナ
ゴ
く
ん
の
出
番
と
し
ま
し
た

　

農
林
水
産
省
の
参
考
文
献
で
伝
統
的
食
文
化

と
し
て
の
和
食
と
し
て
、
説
明
の
最
後
に
「
そ

の
価
値
を
次
世
代
に
伝
え
る
強
い
意
志
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。

時
期
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
仕
事
で
ス
ー
パ
ー
へ
行
く
こ
と
に
な
り
鮮
魚

コ
ー
ナ
ー
で
平
台
に
あ
の
子
た
ち
が
い
る
で
は

な
い
で
す
か
。
そ
う
少
し
焦
げ
目
が
あ
り
横
か

ら
み
る
と
ふ
っ
く
ら
し
て
い
る
け
ど
し
ま
っ
た

感
じ
の
ボ
デ
ィ
ー
！
ウ
ナ
ギ
で
す
。
仕
入
れ
や

産
地
、
仕
込
み
方
法
の
違
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

側
面
か
ら
出
せ
る
技
術
の
進
歩
。
頭
が
さ
が
り

ま
し
た
。　

　

今
回
は
個
人
体
験
感
想
を
も
と
に
書
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
我
々
が
思
う
食
の
時
期
、

価
値
が
か
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
冷
凍
技
術
の
発
展
に
よ
り
冷
食
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
の
味
の
統
一
。

調
理
器
具
と
調
理
方
法
。
お
い
し
い
も
の
を
な

る
べ
く
お
得
に
と
動
く
消
費
者
の
行
動
心
理
。

そ
れ
に
対
し
て
少
し
で
も
応
え
よ
う
と
企
業
努

力
す
る
メ
ー
カ
ー
や
店
舗
。
体
に
悪
い
か
ら
な

ど
今
で
い
う
都
市
伝
説
的
な
言
葉
が
昔
は
聞
か

れ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
今
で
は
冷
食

だ
か
ら
出
せ
る
味
と
ま
で
言
わ
せ
る
た
め
日
々

努
力
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
少
し
そ
ん
な
事

感
じ
な
が
ら
お
取
り
寄
せ
食
品
を
楽
し
ん
で
み

て
も
い
い
時
代
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
技
術
の
進
歩
と
職
人
さ
ん
た
ち
に
感
謝
し

な
か
ら
一
日
の
締
め
と
し
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切り取って、決算シールとしてお貼りください。

公益社団法人
目黒法人会会員

公益社団法人
目黒法人会会員

実
り
の
秋

目黒区内小学生の作品    　　 税金が　安全・安心　支えます！ 　　

上記についてのお問合せ・申し込みは公益社団法人目黒法人会事務局へ
Tel3712-9588　Fax3712-8829　E-mail:mg_info@tohoren.or.jp

第８・第９・第10支部女性部会協賛合同講演会開催のご案内
日　付：11月 29日（金）午後６時～
場　所： 野村證券自由が丘支店地下１階会議室（目黒区自由が丘 2－10－9）
演　題：「野球を通じて地域の活性化、地域への貢献、プロ野球選手を夢見る若者の育成・
　　　　   指導にCHALLENGE」
講　師：株式会社ジャパン・ベースボール・マーケティング　代表取締役　村山 哲二 氏
参加費：無料

「税を考える週間」協賛「税務講演会」のご案内
　目黒税務連絡協議会では 11月 11 日（土）～ 17日（金）の「税を考える週間」税務講演会
を開催いたします。
場　所：目黒区総合庁舎大会議室（目黒区上目黒 2－19－15）
時　間：11月 12日（火）午後６時～８時
内　容：（第１部）目黒税務署長講演会   午後６時～７時
　　　　（第２部）外部講師による講演会（予定） 午後７時～８時
参加費：無料

お知らせ



目黒区内小学生の作品    　　 税金が　安全・安心　支えます！ 　　

～商工会議所は経営者の頼れるパートナーです！～

●融資限度額 ： ２，０００万円
●返済期間 ： 運転資金７年以内、設備資金１０年以内
●担保・保証人 ： 不要（保証協会の保証も不要）
●利 率 ： １．２１％（２０１９年９月２日現在）
●融資対象 ： 従業員２０人以下の法人・個人事業主の方（商業・サービス業は５人以下）

税金（所得税・法人税・事業税・住民税）を完納している方 など
※上記融資限度額及び返済期間の取り扱いは 年 月 日公庫受付分まで。 月 日以降の取り扱いおよび詳細は下記ま
でお問い合わせください。※審査の結果、ご希望に沿えないことがありますので予めご了承ください。

相談機関が一堂に会する 秋期の経営・融資相談会を開催！
◇日 時：１１月８日（金）１３時～１７時
◇相談内容：融資相談（マル経融資・その他の融資相談）、補助金・助成金活用に関する相談、

法律相談 ※相談は各社 分間（法律相談は各社 時間で 時まで）
◇相 談 先：①日本公庫五反田支店（マル経以外の融資相談など）

②東京商工会議所目黒支部（マル経融資・経営全般の相談）
③ビジネスサポートデスク東京南（補助金・助成金利活用、経営全般の相談）
④弁護士（法律相談）

経営・融資相談会のほか、別日程で税務相談も受け付けています。
●税務相談 税理士 ： １１月７日（木）【時間】 時～ 時（各社 時間）
※本相談は経営に関する相談に限定しております。※お電話でご予約ください。

●テーマ ： 粗利に徹底注目して、会社を強くする ～粗利と利益の関係を決算書から読み解く～
●日 時 ： ２０１９年１１月６日（水） １４時～１６時
●会 場 ： 目黒区民センター５階 会議室（目黒区目黒２－４－３６）
●講 師 ： 藤田功税理士事務所 税理士 藤田 功 氏
※詳細につきましては、当支部ウェブサイトでもご確認いただけます。

↓↓ 現在募集中の講習会・セミナーなどのイベント情報は下記 にてご確認いただけます ↓↓
〒 目黒区目黒２－４－３６ 区民センター４Ｆ

ＴＥＬ：０３（３７９１）３３５１／ＦＡＸ：０３（３７９１）３５７３

多種多様なテーマで開催！
講 習 会 ・ セ ミ ナ ー （無料・事前申込）

経営に関するお悩み解決！
窓 口 専 門 相 談 （無料・要予約）

商工会議所が資金調達をお手伝い！ ～小規模事業者向け融資制度～
マ ル 経 融 資

東商 目黒支部 検索

お電話でご予約ください

詳細・申込は上記
ＱＲコードから！
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渋谷支社/東京都渋谷区道玄坂1-10-8（渋谷道玄坂東急ビル3F）
TEL 03-5489-6800

東京第二プロチャネル営業部/東京都新宿区西新宿2-4-1（新宿NSビル）
TEL 03-6894-9110




